
 
 

 
 
 

 
 
 
 

可能な限り「自分事」として 

 
校 長 海江田 なぎさ  

 

東日本大震災から１年が過ぎた２０１２年の３月、私は、災害時のボランティアツアー

（団体や旅行業者が人を募り、バスなどの移動手段、宿泊先を確保した上で被災地へ赴き

ボランティア活動を行うツアー）に参加しました。「大きなことはできないが、被災地のた

めに、直接できることをしたい。」と思っていたこと、関東では少しずつ日常が戻りつつあ

り、「忘れないために、災害の大きさをこの目でしっかりと見ておきたい。」という思いが

あったことなどが、参加の理由です。 

金曜日の夜、仕事が終わってからバスに乗り、土曜日の朝に被災地に着いたら作業をし、

現地の旅館に一泊、日曜日の午前中は観光をして帰途に着くという行程でした。現地のボラ

ンティアセンターで説明を聞き作業を始めたものの、実際は悪天候のため、作業らしい作業

はあまりできませんでした。 

忘れられないのは、石巻をバスで移動していた時のことです。市街地を走っていた時、そ

れほどの被害は見当たらなかったのですが、道路の角を曲がったとたんに、景色が一変しま

した。津波の被害を受けた場所と免れた場所。地形的な差は、それほど大きくないように感

じられたので非常に驚くとともに、「紙一重」という言葉を思い出しました。「今、不自由な

く暮らせているのと被害に遭うのは、ほんの小さな差。いつでも自分の身に起き得ることな

のだ。」と思いました。 

このことは、災害だけでなく、身近なことや世界で起きていることにも当てはまると思い

ます。しかし、それらすべてを「自分事」としてとらえて考えようとすると、それはそれで

しんどくなってしまいます。だから、自分の心の状態に合わせて、可能な限り、今何ができ

るか、何をするべきか、何を考えるべきか、を考え続けていきたいと思います。 

 

３年生は、１月に私立受験を終え、今は、多くの生徒が２月の公立受検に向けて追い込み

に入っています。２年生は舘岩自然の教室に向けての取組を、１年生は上野・浅草校外学習

の振り返りを、５組は「まとめの会」に向けての活動を行っています。２月も、保護者・地

域の皆様の御理解・御協力を賜りながら、充実した教育活動を目指してまいります。どうぞ

よろしくお願いいたします。 
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